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勝
山
城
を
築
い
た 

柴
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一
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の
生
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わ
ず
か
に
残
る
勝
安
文
書
だ
け
が
頼
り
で
す
が
、
私
な
り
に
各
地
で
調
べ
、
独
断
と
偏
見
で

お
も
し
ろ
読
本
と
し
て
編
集
し
た
ま
で
で
、
四
百
年
余
り
昔
の
歴
史
が
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
ま

た
変
え
る
気
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

附
記
と
し
て
歴
代
城
主
や
小
笠
原
家
に
関
す
る
こ
と
を
記
し
ま
し
た
が
、こ
れ
ら
は
す
で
に

各
歴
史
家
の
先
生
の
著
書
に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
り
、
私
の
出
る
幕
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

長
柄
の
槍
と
長
柄
節
に
つ
い
て
私
な
り
に
調
査
し
た
こ
と
を
書
き
加
え
た
だ
け
で
あ
り
ま
す
。 

眠
気
覚
ま
し
の
笑
本
と
し
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

編
集
に
あ
た
り
、
勝
山
地
区
エ
コ
推
進
協
議
会
や
ご
助
言
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

下
町
の
歴
史
家 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸
屋 

仁
志 

 

記 
 

は 

じ 

め 

に 

 

今
回
、
編
集
し
ま
し
た
勝
山
お
も
し
ろ
読
本
第
三
集
で
は
、
勝
山
城
を
築
い
た
柴
田
勝

安
に
つ
い
て
、そ
の
生
涯
を
た
ど
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

江
戸
時
代
の
勝
山
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
明
治
ま
で
の
百
七
十
年
余
り
、
八
代
続
い
た
小

笠
原
時
代
が
ど
う
し
て
も
中
心
と
な
り
ま
す
が
、
天
下
統
一
の
戦
国
時
代
、
織
田
信
長
の
家

臣
で
あ
る
柴
田
勝
家
の
命
に
よ
り
勝
山
の
一
向
一
揆
を
平
定
し
勝
山
城
を
築
き
、
現
代
の

勝
山
の
祖
で
あ
る
柴
田
勝
安
、
そ
し
て
そ
の
義
父 

監
物
義
宣
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
は

お
り
ま
せ
ん
。 

確
か
に
、
勝
安
研
究
の
上
で
、
両
者
と
も
勝
山
で
の
生
涯
が
わ
ず
か
十
年
足
ら
ず
で
資
料

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
柴
田
一
族
す
ら
詳
し
い
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。 
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七
山
家
は
防
戦
し
容
易
に
は
屈
し
な
か
っ
た
。 

ご
存
知
の
と
お
り
、こ
の
地
籍
は
谷
峠
を
越
え
れ
ば
加
賀
の
国
で
あ
る
。
一
向
一
揆
軍
は
、

北
は
越
中
よ
り
南
は
越
前
に
及
ぶ
一
大
勢
力
で
あ
り
、
僧
侶
や
士
豪
浪
士
を
含
む
民
衆
軍

で
あ
っ
た
。「
百
姓
の
持
ち
た
る
国
」と
し
て
そ
の
勢
力
も
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

一
．
加
賀
、
越
前
の
一
揆
討
伐 

 

（
一
） 

一
揆
軍
七
山
家
の
防
戦 

天
正
二
年
、
織
田
信
長
は
、
家
臣
で
あ
る
柴
田
勝
家
（
修
理
亮
）
を
加
賀
越
前
の
一
揆

残
党
を
征
伐
す
べ
く
北
の
庄
に
封
じ
、
合
わ
せ
て
宿
敵 

越
後
の
将
、
上
杉
氏
を
制
禁
す
る
た

め
で
も
あ
っ
た
。 

翌
年
、
柴
田
勝
家
は
、
谷
城
に
立
て
籠
も
る
一
向
一
揆
を
征
伐
さ
せ
ん
と
、
勝
家
の
一
族

と
言
わ
れ
る
柴
田
監
物
義
宣
を
北
袋
（
勝
山
）に
配
し
た
。 

同
五
年
、
監
物
は
、
村
岡
山
（
御
立
山
）
を
本
陣
と
し
て
砦
を
築
き
、
一
揆
軍
の
七
山
家

（
現
在
の
北
谷
町
…
杉
山
、
中
野
俣
、
六
呂
師
、
河
合
、
木
根
橋
、
谷
、
小
原
）
を
攻
め
る
も
、



         

（
二
） 

柴
田 

監
物
、
谷
に
て
戦
死 

一
揆
討
伐
よ
り
二
年
後
の
天
正
五
年
十
一
月
、
監
物
は
、
不
幸
に
も
戦
い
の
半
ば
で
、
谷

村
河
合
に
て
一
揆
軍
の
百
姓
に
討
た
れ
、
戦
死
し
た
の
で
あ
る
。 

監
物
の
殺
さ
れ
た
場
所
を
、
人
々
は「
殿
切
り
原
」
と
呼
ん
で
今
も
河
合
の
国
道
脇
の
奥

に
高
さ
五
十
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
五
輪
塔
が
建
っ
て
い
る
。お
そ
ら
く
監
物
が
討
た
れ
た
何
年

か
後
に
、
村
人
が
供
養
の
た
め
に
建
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
、
わ
ず
か
二
年
の
勝
山
で
の
生
涯
で
あ
る
た
め
、
監
物
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
の

記
録
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
年
齢
も
生
国
も
全
て
不
明
の
ま
ま
で
あ
り
、
証
明
す
る
も
の
は
何
も

残
っ
て
い
な
い
。 



          

（
三
） 

柴
田 

勝
安
（
勝
政
）
、
袋
田
村
に
入
る 

監
物
の
死
後
、
天
正
六
年
、
北
の
庄
城
主 

柴
田
勝
家
は
、
自
分
の
養
子
と
し
た
佐
久

間
一
族
の
勝
政
（
佐
久
間
盛
次
の
三
男
）
を
再
び
監
物
の
養
子
と
し
て
北
袋
に
送
り
、
監
物

の
弔
い
合
戦
と
し
て
七
山
家
の
一
揆
軍
討
伐
に
充
て
た
。 

勝
安
は
、
村
岡
山
を
居
城
と
し
て
七
山
家
の
谷
城
を
激
し
く
攻
め
、
同
六
年
の
春
、
遂
に

谷
城
の
一
揆
軍
を
滅
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
谷
城
の
跡
は
、
現
在
、
伊
良
神
社
と
な
っ
て
い
る
。 

勝
家
は
、
勝
安
を
そ
の
ま
ま
北
袋
に
据
え
置
き
、
北
袋
の
領
地
を
与
え
、
勝
安
は
三
万
五

千
石
の
領
主
と
な
っ
た
。 

同
七
年
、
勝
安
は
牛
首
十
六
ケ
所
を
平
定
し
、
北
袋
と
と
も
に
勝
安
の
領
地
と
し
て
与
え

ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 



「
富
田
」
と
は
字
名
で
あ
っ
て
、こ
の
辺
り
は
田
の
富
裕
な
土
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
富
田
と

呼
ば
れ
、
大
蓮
寺
川
に
架
か
る
義
宣
寺
橋
も
以
前
は
富
田
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
昭
和
時
代
、

七
里
壁
の
上
の
境
内
登
り
口
に
は
、
杉
の
木
が
生
い
茂
る
森
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
近
年
伐
採

さ
れ
た
。 

 

（
五
） 

義
宣
寺
の
建
立 

勝
安
は
、
養
父 

監
物
義
宣
の
菩
提
を
弔
う
た
め
に
、
富
田
城
跡
に
寺
を
建
て
て
、
義
宣

の
名
か
ら
義
宣
寺
と
名
付
け
た
。 

寺
は
曹
洞
宗
で
、
山
号
を
白
麓
山
と
い
い
、
開
山
は
永
平
寺
十
九
世 

祚
玖
和
尚
で
、
寺

領
二
十
石
を
与
え
ら
れ
た
勝
山
で
最
初
の
寺
院
で
あ
る
。 

（
四
） 

袋
田
村
に
勝
山
城
築
城 

こ
の
間
、
勝
安
は
、
兄
の
佐
久
間 

盛
政
と
と
も
に
加
賀
・
能
登
一
揆
討
伐
の
た
め
に
幾
度

と
な
く
戦
場
へ
出
陣
し
て
い
る
。 

天
正
八
年
、
勝
安
は
村
岡
山
城
よ
り
北
袋
に
入
り
、
袋
田
村
七
里
壁
の
上
に
城
を
築
き
、

そ
の
地
名
か
ら
袋
田
城
と
呼
ん
で
い
た
が
、
一
揆
軍
が
村
岡
山
を
勝
利
の
山
と
し
て
「
勝
ち

山
」
と
呼
ん
だ
縁
起
を
担
ぎ
、
袋
田
城
を
「
勝
山
城
」
と
改
め
た
。こ
れ
が
、「
勝
山
」
と
い
う
地

名
の
発
祥
の
由
来
で
あ
る
。 

一
説
に
は
、
最
初
、
監
物
の
館
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
現
在
の
義
宣
寺
の
場
所
に
城
を
築
き
、

富
田
城
と
呼
ん
で
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
今
も
小
さ
な
石
垣
跡
（
公
園
近
く
）
が
見
ら
れ

面
影
を
残
し
て
い
る
。 



神
儀
と
し
て
法
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
。こ
の
墓
を
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
柴
田 

頼
母
と
い
う

人
物
に
つ
い
て
も
全
く
不
明
で
あ
る
。 

本
堂
に
は
墓
石
と
同
じ
位
牌
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
も
ま
た
連
名
で
書
か
れ
て
い
る
。 

       

牌

柴
田
一
族
が
滅
ん
で
廃
寺
と
な
る
運
命
の
こ
の
寺
が
、
再
興
さ
れ
、
豊
臣
・
徳
川
時
代
に

も
栄
え
て
き
た
こ
と
は
、や
は
り
柴
田
一
族
の
威
光
が
強
か
っ
た
証
明
で
あ
ろ
う
。 

現
在
の
寺
は
、
慶
応
年
間
の
大
火
の
後
、
明
治
十
六
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
る
。
今
も
寺
に
は
、
北
の
庄
城
の
鬼
瓦
と
同
じ
笏
谷
石
の
鬼
瓦
が
二
基
、
保
管
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
寺
ゆ
か
り
の
部
屋
や
、
庭
園
と
古
笈
庵
、
土
蔵
、
古
い
鐘
楼
門
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
昔
か
ら
「
勝
山
十
景
」の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
義
宣
の
晩
鐘
」
と
呼
ば
れ
る
鐘
は
、
現
在
も

朝
夕
、
町
中
に
鐘
の
音
が
鳴
り
響
い
て
い
る
。 

義
宣
寺
本
堂
境
内
の
前
に
建
つ
義
宣
と
勝
成
の
連
名
の
墓
が
あ
る
。
高
さ
一
五
〇
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
墓
石
に
は
、
右
に「
傑
柴
田
監
物
義
宣
」
、
左
に「
柴
田
三
左
衛
門
勝
成
」と
彫

ら
れ
、
反
対
側
に
は「
義
宣
寺
殿
傑
山
玄
英
大
居
士
・
勝
成
院
殿
蘭
香
宗
英
大
居
士
」
、



               



子
孫
は
徳
川
の
旗
本

江
州
高
畠

関
ケ
原
合
戦
に
て
東
軍

北
条
氏
家
臣

佐
々
成
政
の
養
子

賤
ケ
岳
に
て
戦
死

勝
山
城
主

飯
山
城
主

関
ケ
原
合
戦
に
て
東
軍

賤
ケ
岳
に
て
戦
死

尾
山
城
主

五
千
石

一
万
八
千
石

六
十
七
歳

二
十
七
歳

三
万
五
千
石

三
万
石

二
十
九
歳

紀
伊
保
田
左
介
知
宗
の
養
子

三
左
ヱ
門
勝
政
 
 
勝
家
の
養
子

織
田
信
長
 
武
将

盛
重
の
子
 
久
六
郎

佐
久
間
勝
政
家
系
図

佐
久
間
一
族

勝
政

安
政

盛
政

関
ケ
原
の
合
戦
に
て
東
軍

勝
友

佐
久
間
盛
次

未

森

の

方

（

未

守

）

柴
田
勝
家
の
妹

勝
之
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三
左
ヱ
門
勝
安
を
名
乗
る

勝
山
城
城
主
 
三
万
五
千
石

 
 
 
 
 
 
勝
山
へ
入
封

。

柴
田
監
物
の
養
子
と
な
り

日
野
根
家
 
仙
川
二
千
五
百
石

勝
安
の
一
子

（
伝

）

家
系
図

（
勝
政

）

柴
田
勝
安

修
理
亮

一
揆
討
伐
大
将

勝
家
の
一
族

勝
久

柴
田
監
物

養子

最
初

浅
井
長
政
の
妻

北
の
庄
城
主

信
長
の
妹

お
市
の
方

柴
田
勝
家

勝
重

養
子

勝
政

勝
豊
丸
岡
城
・
長
浜
城
城
主

- 15 -



を
名
乗
り
、
そ
の
後
一
揆
討
伐
の
た
め
柴
田
一
族
で
あ
る
柴
田
監
物
の
死
後
、
越
前
袋
田

村
に
入
封
し
、
三
左
ヱ
門
勝
安
と
改
名
、
伊
賀
守
と
称
し
た
。 

勝
政
と
勝
安
は
同
一
人
物
で
あ
る
が
、
勝
山
で
は「
勝
安
」と
呼
ぶ
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

畔
川
道
場
の
文
書
に
は
、「
三
左
ヱ
門
勝
安
」
と
署
名
さ
れ
た
花
押
が
書
か
れ
て
お
り
、
ま

た
同
道
場
に
残
る
位
牌
に
も
「
三
左
ヱ
門
勝
安
」
と
印
さ
れ
て
い
る
が
、
位
牌
に
つ
い
て
は
、
年

代
的
に
疑
問
が
残
る
。 

畔
川
村
夫
役
免
除
の
文
書
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
天
正
十
一
年
三
月
二
十
日
と
記
さ
れ
た

も
の
が
あ
る
が
、こ
の
時
期
、
勝
安
は
賤
ヶ
岳
の
行
市
山
に
監
視
隊
と
し
て
出
陣
し
て
お
り
、
戦

の
最
中
に
送
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
こ
と
に
不
思
議
で
あ
る
が
、
勝
安
最
後
の
貴
重
な
書
状
で

あ
る
。
ま
た
、
前
章
に
も
書
い
た
と
お
り
義
宣
寺
の
墓
石
に
は「
勝
成
」と
印
さ
れ
て
い
る
。 

二
．
勝
山
城
主 

柴
田 

勝
安 

外
伝 

 

（
一
） 

勝
安
の
生
い
た
ち 

勝
山
に
城
を
築
い
た
最
初
の
男
、
柴
田
三
左
ヱ
門
勝
政
（
勝
安
）
は
織
田
信
長
の
家
臣 

佐
久
間
盛
次
の
五
人
兄
弟
の
三
男
と
し
て
、
元
治
元
年
、
尾
張
名
古
屋
で
生
ま
れ
た
。
母

は
北
の
庄
城
主 

柴
田
勝
家
の
妹
で
あ
る
末
守
の
方
で
あ
り
、
勝
家
の
甥
に
あ
た
り
、
兄 

柴

田
盛
政
は
加
賀
尾
山
城
（
金
沢
城
）の
城
主
で
、
兄
弟
と
も
最
後
ま
で
勝
家
に
仕
え
た
。 

戦
国
時
代
の
武
将 

佐
久
間
一
族
に
生
ま
れ
、
幼
年
時
代
は
信
長
の
小
姓
と
し
て
仕
え
、

武
士
と
し
て
の
初
陣
は
十
四
歳
の
時
、
信
長
比
叡
山
焼
き
討
ち
の
時
で
あ
る
と
い
う
。 

父
母
の
死
後
、
十
二
歳
で
子
ど
も
の
な
か
っ
た
勝
家
に
引
き
取
ら
れ
養
子
と
な
り
、
柴
田
姓



畔
川
の
勝
安
の
位
牌
は
、
天
正
十
八
年
四
月
廿
一
日
に
死
亡
し
、
そ
の
百
九
十
六
年

後
の
天
明
六
年
に
作
ら
れ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
歴
史
上
は
、
勝
安
は
天
正
十
一
年
四
月
二

十
一
日
に
賤
ヶ
岳
で
戦
死
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

       

          



（
三
） 

瀬
戸
内
海
へ
の
亡
命 

た
だ
、
勝
政
が
誰
に
討
た
れ
た
の
か
も
不
明
で
あ
り
、
そ
の
遺
体
を
確
認
し
た
記
録
も
な
い
た

め
、
勝
政
逃
亡
説
が
事
実
と
し
て
様
々
な
憶
測
で
語
ら
れ
て
い
る
。 

一
説
に
は
賤
ヶ
岳
よ
り
越
前
に
逃
げ
戻
り
、
大
野
の
金
森
氏
に
匿
わ
れ
た
と
い
う
説
、
も
う

一
説
に
は
瀬
戸
内
海
を
渡
り
香
川
県
へ
の
逃
避
説
、
そ
し
て
徳
島
県
美
馬
郡
へ
の
亡
命
説

が
あ
る
。 

現
に
徳
島
県
美
馬
郡
貞
光
町
に
は
勝
政
の
墓
所
が
存
在
し
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
る
。 

平
成
十
五
年
八
月
、
滝
川
裕
司
氏
、
和
田
雅
弘
氏
、
多
田
治
門
氏
と
四
名
で
徳
島
を

旅
行
し
た
際
、
袖
兎
建
つ
で
も
有
名
な
貞
光
町
に
立
ち
寄
り
、
当
町
の
学
芸
員 

山
本
忠

氏
よ
り
資
料
を
い
た
だ
き
見
学
し
た
。 

（
二
） 

勝
政 

賤
ヶ
岳
に
て
戦
死 

天
正
十
一
年
、
豊
臣
秀
吉
と
柴
田
勝
家
の
戦
い
で
あ
る
賤
ヶ
岳
の
合
戦
（
柳
ヶ
瀬
の
役
）

で
は
、
兄 

盛
政
軍
の
後
衛
司
令
官
の
大
将
と
し
て
勝
家
軍
に
参
加
し
、
三
千
の
兵
を
と
も
に

奮
闘
し
、
秀
吉
軍
を
苦
し
め
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
戦
は
秀
吉
軍
の
勝
利
と
な
り
、
勝
家
は
北
の
庄
城
に
て
自
刃
し
、
兄 

盛

政
は
逃
亡
の
途
中
捕
え
ら
れ
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
。 

勝
政
も
わ
ず
か
二
十
七
歳
の
若
さ
で
賤
ヶ
岳
の
雫
と
散
っ
た
の
で
あ
る
。 

法
名 

勝
成
院
殿
蘭
香
宗
英
大
居
士 

  



吉
軍
に
国
を
追
わ
れ
、
柴
野
忠
三
郎
と
名
を
変
え
て
何
ら
か
の
伝
を
頼
り
に
貞
光
村
に
転

居
し
て
き
た
の
だ
と
い
う
。 

長
子 

久
八
、
次
子 

彦
次
郎
を
生
み
、
本
家
は
世
々
柴
野
家
を
名
乗
り
、
二
人
の
子

ど
も
は
明
暦
の
棟
付
に
は
本
家
格
で
あ
る
柴
野
に
別
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
こ
と
は
、
平
成
十
六
年
に
発
行
さ
れ
た
楠
戸
義
昭
著
の「
戦
国
佐
久
間
一
族
」の
本

に
も
書
か
れ
て
い
る
。 

明
治
十
一
年
に
柴
野
姓
を
改
め
本
姓
の
柴
田
姓
に
復
し
た
と
記
録
に
残
さ
れ
て
お
り
、

本
家
格
の
柴
田
章
一
家
は
残
念
な
が
ら
す
で
に
他
所
へ
移
転
し
て
お
り
会
っ
て
話
す
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。 

戦
国
武
将
の
逃
亡
説
は
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
、
何
の
根
拠
も
な
い
説
で
す
。
今
さ
ら
史
実

墓
の
あ
る
江
の
脇
薬
師
堂
へ
の
上
り
口
に
は
柴
田
勝
政
公
墓
所
と
彫
ら
れ
た
二
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
石
碑
が
建
っ
て
い
る
。 

墓
地
は
上
り
口
か
ら
線
路
を
渡
り
町
を
見
下
ろ
す
高
台
に
あ
っ
て
小
さ
な
お
堂
（
薬
師

堂
）
が
一
軒
建
っ
て
お
り
、そ
の
中
央
に
勝
政
の
墓
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
高
さ
二
～
二
．
二
五

メ
ー
ト
ル
程
の
大
き
な
五
輪
塔
が
建
て
ら
れ
、
地
輪
に
は
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
年
）
三

月
二
十
一
日
の
年
号
と
勝
政
の
法
名
ら
し
き
宗
善
霊
位
と
彫
ら
れ
て
い
る
。 

墓
の
左
隅
の
副
碑
に
は「
五
輪
塔
伝
薬
師
庵
正
面
本
性
柴
田
三
左
ヱ
門
勝
政 

通
称

柴
野
忠
三
郎
宗
善
天
文
二
十
年
尾
張
生
越
前
転
天
正
十
一
年
貞
光
邑
来
住
寛
永

十
八
年
三
月
二
十
一
日
逝
・
・
・
・
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

山
本
忠
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
賤
ヶ
岳
に
て
敗
れ
た
勝
政
は
、
一
度
は
越
前
に
退
く
も
秀



          

を
覆
す
こ
と
も
な
く
創
作
話
と
し
て
書
き
終
え
て
お
き
ま
す
。 

         



み
れ
ば
勝
家
よ
り
も
、
父 

勝
政
の
菩
提
を
弔
う
た
め
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
勝
重
は
勝
政
の
実
子
で
あ
り
、
勝
山
城
主
柴
田
家
の
子
孫
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、こ
れ
も
伝
説
と
し
て
す
べ
て
昔
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

三
．
子
孫 

勝
重
伝
説 

 

史
実
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
勝
政
の
子
、
三
左
ヱ
門
勝
重
は
、
天
正
七
年
（
勝
政
が
城

を
築
い
た
年
）の
生
ま
れ
で
、
父
の
死
後
、
わ
ず
か
三
歳
で
越
前
（
勝
山
？
）
を
逃
れ
、
外
祖
父

の
日
野
根
家
（
母
の
里
か
？
）に
て
養
わ
れ
成
人
し
、
慶
長
四
年
、
二
十
歳
で
徳
川
家
康
に

仕
え
、
関
ヶ
原
の
戦
功
に
よ
っ
て
武
蔵
国
多
摩
郡
上
仙
川
と
中
仙
川
の
二
村
と
入
間
郡
藤

沢
村
内
で
二
千
五
百
二
十
石
余
り
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。 

五
十
二
歳
で
病
死
し
、
墓
は
調
布
市
深
大
寺
近
く
の
春
清
寺
に
あ
り
、
柴
田
勝
重
公

菩
提
所
の
石
碑
が
建
ち
宝
篋
印
塔
が
あ
る
と
い
う
。 

勝
重
が
埋
め
た
と
さ
れ
る
勝
家
の
兜
塚
が
近
く
の
勝
渕
神
社
に
あ
る
ら
し
い
が
、
勝
重
か
ら



野
伝
左
ヱ
門
、
水
戸
三
七
な
ど
が
代
官
と
し
て
配
さ
れ
た
。 

こ
の
頃
一
国
一
城
令
が
出
さ
れ
勝
山
城
は
取
り
壊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

寛
永
元
年
、
北
の
庄
に
は
秀
康
の
二
男 

忠
昌
が
城
主
と
し
て
入
り
、
福
井
と
改
め
、
勝

山
に
は
秀
康
の
五
男 

直
基
が
入
り
、
同
十
二
年
六
男
の
直
良
が
城
主
と
し
て
入
封
し
て
い

る
。 

正
保
元
年
よ
り
一
時
廃
城
と
な
り
福
井
藩
の
預
り
と
な
り
、
貞
享
三
年
、
再
び
天
領
と

な
り
、
勝
山
城
跡
に
陣
屋
が
建
て
ら
れ
三
人
の
代
官
が
配
置
さ
れ
た
。 

   

四
．
勝
山
藩 

江
戸
時
代
の
城
主
余
話 

 

（
一
） 

成
田
重
政
か
ら
松
平
直
基
ま
で 

柴
田
勝
安
の
勝
山
城
は
亡
び
、
勝
山
藩
は
北
の
庄
直
轄
領
と
な
り
、
豊
臣
の
家
臣
で
あ
っ

た
丹
波
長
秀
が
北
の
庄
城
主
と
な
り
勝
山
に
は
成
田
弥
左
ヱ
門
重
政
が
城
代
と
し
て
入
封

し
た
が
、
慶
長
年
間
、
関
ヶ
原
の
戦
の
頃
は
不
明
で
一
時
廃
城
と
な
っ
た
よ
う
で
、
後
に
長
谷

川
秀
一
氏
が
入
り
、
ま
た
大
野
郡
八
万
石
と
合
わ
せ
て
青
木
一
矩
が
大
野
勝
山
を
兼
領

し
た
。 越

前
に
徳
川
家
康
の
二
男 

松
平
（
結
城
）
秀
康
が
封
じ
ら
れ
、
慶
長
六
年
そ
の
家
臣
で

あ
る
林
長
門
守
が
城
代
と
し
て
勝
山
に
配
さ
れ
た
が
、
慶
長
十
八
年
追
放
さ
れ
、
そ
の
後
矢



れ
、
王
の
字
を
以
っ
て
家
紋
と
し
王
字
紋
と
も
い
う
。
ま
た
一
般
的
に
は
菱
を
三
枚
重
ね
た
三

蓋
菱
が
小
笠
原
家
の
家
紋
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
三
蓋
菱
の
紋
は
、
成
器
堂
の
紋
章
と
し
て
も
使
用
さ
れ
、
以
後
、
勝
山
成
器
校
の
校

章
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
で
も
旧
町
で
は
各
団
体
旗
や
マ
ー
ク
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

三
蓋
菱
と
は
、
三
の
菱
形
を
重
ね
て
、
中
の
重
な
っ
た
線
を
取
り
除
い
た
も
の
で
下
の
菱
形
の

大
き
い
の
は
王
の
字
を
表
し
て
い
る
。 

    

（
二
） 

勝
山
藩
小
笠
原
家
の
入
封 

元
禄
か
ら
明
治
ま
で 

こ
の
間
百
年
余
り
勝
山
城
の
主
人
は
目
ま
ぐ
る
し
く
交
代
し
た
が
、
元
禄
四
年
（
一
六
九

一
）
美
濃
高
須
よ
り
小
笠
原
貞
信
が
勝
山
藩
小
笠
原
家
初
代
藩
主
と
し
て
二
万
二
千

七
百
石
の
お
殿
様
と
し
て
入
封
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
よ
り
八
代
長
守
公
ま
で
百
七
十
年
間
余
り
、
小
笠
原
時
代
は
戦
も
な
く
明
治
維

新
ま
で
続
い
た
。 

小
笠
原
家
の
歴
史
に
つ
い
て
は
述
べ
る
ま
で
も
な
く
、
ま
た
勝
山
城
に
関
し
て
は
増
田
公
輔

先
生
が「
越
前
勝
山
城
」に
詳
し
く
書
か
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

小
笠
原
家
の
家
紋
は
甲
斐
小
笠
原
長
清
の
紋
章
で
、
時
の
天
皇
よ
り
賜
れ
た
と
伝
え
ら



は
小
笠
原
家
の
資
料
や
寺
宝
も
あ
り
ま
し
た
が
、
歴
代
の
住
職
が
持
ち
去
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

先
代
の
寺
田
陽
岳
様
も
近
年
亡
く
な
ら
れ
、
現
在
は
廃
寺
同
様
と
な
り
文
化
財
の
保

存
に
も
困
難
で
あ
り
ま
す
。 

山
門
を
く
ぐ
り
右
に
折
れ
て
境
内
奥
に
進
む
と
墓
地
が
あ
り
、そ
の
中
央
に
小
笠
原
家
歴

代
藩
主
の
墓
廟
が
あ
り
、
昭
和
五
十
年
に
市
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
二
万
七
千
石
の

大
名
ら
し
く
規
模
は
小
さ
い
が
よ
く
整
っ
た
清
楚
な
墓
で
、
全
て
が
笏
谷
石
で
造
ら
れ
て
い
る
。 

周
り
に
は
藩
士 

鈴
木
定
七
の
墓
や
檀
家
の
墓
が
あ
る
が
、
檀
家
も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ

た
。 

そ
の
頃
の
も
の
と
思
わ
れ
る
舟
型
如
意
輪
仏
の
石
碑
も
あ
り
時
代
を
偲
ば
せ
ま
す
。 

 

小
笠
原
家
ゆ
か
り
の
寺 

菩
提
寺 

開
善
寺 

小
笠
原
貞
信
入
封
後
か
ら
明
治
ま
で
、
八
代
百
七
十
年
余
り
続
い
た
歴
史
の
中
で
初

代
貞
信
が
小
笠
原
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
開
善
寺
を
沢
の
地
に
建
立
し
た
。 

城
東
に
は
八
幡
神
社
、
神
宮
寺
（
真
言
宗
）
を
建
立
し
、
八
幡
神
社
に
は
小
笠
原
貞
宗

を
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る（
現
在
は
神
明
神
社
に
合
祀
） 

開
善
寺
の
寺
領
は
百
石
で
あ
る
。 

元
禄
四
年
に
建
立
さ
れ
た
開
善
寺
は
、
開
祖
は
勅
諡
大
鑑
禅
師
（
支
那
の
人
）で
臨
済

宗
妙
心
寺
派
で
山
号
は
畳
秀
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

明
治
の
大
火
で
焼
失
し
た
が
、
現
在
の
山
門
（
鐘
楼
）は
大
火
で
焼
け
残
っ
た
柱
な
ど
で
明

治
三
十
五
年
頃
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
二
階
建
て
の
立
派
な
山
門
で
他
に
類
が
な
い
。
寺
に



                    



          

大
蓮
寺
と
国
泰
寺 

小
笠
原
藩
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
は
、
沢
区
の
一
本
義
久
保
酒
造
の
前
に
建
つ
大
蓮
寺
、
元

町
二
丁
目
の
国
泰
寺
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。 

大
蓮
寺
は
山
号
を
品
量
山
と
呼
び
、
日
蓮
宗
で
あ
る
が
、
松
平
直
基
公
の
母 

品
量
院

殿
の
帰
依
に
よ
り
、
寛
文
四
年
に
建
立
さ
れ
た
寺
で
、
直
基
寄
進
の「
三
宝
荒
神
」
や
小
笠

原
藩
主
の
寄
進
し
た
「
鬼
子
母
尊
神
七
面
尊
神
」
が
祀
ら
れ
、
後
に
藩
主 

長
守
よ
り
菩

提
寺
に
准
じ
ら
れ
、
林
毛
川
や
重
臣
の
墓
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

   



        

ま
た
国
泰
寺
は
も
と
は
平
泉
寺
未
南
教
坊
と
称
し
て
後
に
円
福
山
国
泰
寺
と
な
り
黄
檗

宗
で
あ
り
、
小
笠
原
初
代
貞
信
公
よ
り
宝
鏡
を
賜
り
、
さ
ら
に
宇
堂
を
築
造
し
て
い
る
寺
で

あ
る
。 境

内
に
は
芭
蕉
の
一
句
「
酔
う
て
寝
む
撫
子
咲
る
石
の
上
」の
な
で
し
こ
塚
が
あ
り
、そ
の
後

に
比
良
野
帰
雲
坊
の
句
「
明
け
残
る
星
の
光
や
秋
の
雲
」
と
刻
ま
れ
た
三
角
形
の
句
碑
が
あ

る
。 

こ
の
塚
は
帰
雲
坊
（
守
梅
仙
）
が
明
治
三
十
一
年
八
十
才
の
時
に
再
建
し
た
も
の
で
あ

る
。   



て
い
る
。 

藩
主
で
一
番
長
か
っ
た
の
は
信
房
公
の
三
十
四
年
で
七
代
長
貴
は
幕
府
の
要
職
若
年

寄
を
勤
め
て
お
り
、
九
代
長
育
は
東
宮
侍
従
に
命
じ
ら
れ
て
い
る
。 

小
笠
原
入
封
以
後
、
百
七
十
年
余
り
続
い
た
藩
政
も
、
遂
に
明
治
を
迎
え
廃
藩
置
県

と
な
り
、そ
の
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

勝
政
が
築
い
た
勝
山
城
、
一
国
一
城
令
に
よ
り
、
天
守
台
だ
け
を
残
し
た
勝
山
城
跡
も

昭
和
四
十
二
年
に
は
取
り
壊
さ
れ
城
下
町
の
面
影
が
一
新
さ
れ
た
。 

当
時
を
語
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
明
治
か
ら
も
百
年
以
上
過
ぎ
、
平
成
の
時
代
と
な
っ

た
今
で
は
市
民
会
館
前
に
残
る
明
治
二
十
二
年
の
城
址
碑
だ
け
が
昔
を
偲
ば
せ
て
い
る
。 

終 
 
 
 
 
 

小
笠
原
余
談 

 

入
封
百
年
祭 

寛
政
二
年
、
藩
主 

長
教
（
六
代
）の
時
、
貞
信
が
入
封
以
来
百
年
を
祝
し
て
正
月
六

日
よ
り
二
十
一
日
ま
で
祝
賀
行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。 

郡
町
・
袋
田
・
後
町
・
長
渕
・
沢
の
各
町
の
町
庄
屋
な
ど
世
話
人
総
出
で
接
待
し
、
ま
た

催
物
と
し
て
は
各
町
で
笛
や
太
鼓
、
三
味
線
な
ど
の
お
囃
子
屋
台
を
出
し
て
、
浄
瑠
璃
や
三

番
雙
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
ま
た
仮
装
行
列
も
出
さ
れ
、
義
経
や
小
野
道
風
、
曽
我
兄
弟
、
八

幡
太
郎
な
ど
十
歳
前
後
の
子
ど
も
が
扮
し
て
、
沢
か
ら
郡
ま
で
の
大
通
り
を
練
り
歩
い
た
。
枎

持
ち
や

鉾
持
ち
な
ど
も
役
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。 

な
お
、
造
り
物
宿
で
は
造
り
物
が
飾
ら
れ
、
郡
町
で
は
神
宮
皇
后
、
袋
田
は
宝
船
、
後
町

で
は
万
歳
楽
、
長
渕
は
象
、
沢
町
は
袮
り
子
、
そ
の
他
囃
子
方
に
よ
る
狂
言
屋
台
が
出
さ
れ
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長
柄
節
は
こ
の
名
誉
を
領
民
が
讃
え
て
作
ら
れ
た
読
み
人
知
ら
ず
の
民
謡
で
あ
る
。 

こ
の
盆
唄
の
始
ま
り
は
昔
の
念
仏
踊
り
と
も
ま
た
九
州
の
馬
渡
島
の
酒
盛
祝
唄
で
能
登
の

港
に
伝
わ
っ
て
き
て
能
登
で
は
馬
渡
節
と
し
て
唄
わ
れ
た
唄
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
が
い
つ
し

か
勝
山
に
伝
わ
り
長
柄
節
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

長
柄
踊
り
は
藩
時
代
に
盛
ん
に
踊
ら
れ
た
盆
踊
り
が
始
ま
り
で
、
明
治
に
入
り
四
月
三

日
の
太
政
宮
祭
に
は「
札
の
辻
」
か
ら
「
本
町
見
付
け
」
ま
で
川
を
中
に
挟
ん
で
徹
夜
で
踊
り

抜
い
た
そ
う
で
、こ
の
踊
り
の
長
短
で
秋
の
豊
作
を
予
想
し
た
と
い
う
。
唄
も
踊
り
も
と
も
に
上

品
で
あ
り
、
念
仏
踊
り
の
流
れ
で
実
に
ゆ
っ
た
り
と
し
て
格
式
高
い
伝
統
民
芸
と
し
て
後
世
に

伝
え
た
い
文
化
財
で
あ
る
。 

囃
子
文
句
の「
オ
リ
カ
ケ
ト
ウ
ロ
」
と
は
新
盆
の
家
々
の
軒
先
に
掛
け
精
霊
を
迎
え
る
「
折

（
附
） 

小
笠
原
家
と
長
柄
の
話 

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
小
笠
原
家
の
祖
は
甲
斐
源
氏
の
嫡
流
に
て
も
と
も
と
格
式
の
高
い

家
格
で
あ
っ
た
。 

長
柄
の
槍
は
十
万
石
の
大
名
だ
け
が
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

藩
主
の
中
に
碁
を
能
く
す
る
方
が
あ
り
、
江
戸
の
詰
め
の
時
に
は
将
軍
の
碁
の
相
手
を
さ
れ
、

あ
る
時
碁
の
後
の
酒
の
席
で
将
軍
よ
り
御
墨
付
き
が
下
さ
れ
た
。
翌
日
家
老
が
御
墨
付
き
を

持
っ
て
老
中
に
御
礼
言
上
に
行
け
ば
御
加
増
と
な
る
が
、い
か
な
る
訳
か
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
。そ

の
後
将
軍
よ
り
「
小
笠
原
は
無
欲
じ
ゃ
」と
申
さ
れ
、そ
れ
に
代
わ
り
特
に
長
柄
の
槍
を
許
さ
れ
、

先
に
も
記
し
た
が
、
参
勤
交
代
の
道
中
に
は
二
万
三
千
石
の
大
名
で
あ
る
勝
山
藩
に
十
万

石
の
格
式
あ
る
長
柄
の
槍
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 



          懸
燈
籠
」の
こ
と
で
あ
る（
写
真
参
照
） 

元
唄
で
は
、「
盆
様
盆
さ
ま
、
お
迎
え
申
す
、
軒
に
燈
籠
掛
け
て
お
く
、
ト
ウ
ロ
や
ト
ウ
ロ
、
オ

リ
カ
ケ
ト
ウ
ロ
、ヨ
ー
イ
ヨ
ー
イ 

ヨ
イ
ヤ
サ
」と
囃
さ
れ
て
い
る
。 

 

長
柄
は
空
に
つ
か
え
ま
す 

ひ
く
い
御
門
の
槍
の
さ
や 

ト
ウ
ロ
や
ト
ウ
ロ 

オ
リ
カ
ケ
ト
ウ
ロ 

サ
サ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ 

ヨ
イ
ヤ
ー
サ
ー 
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昭
和
時
代
の
終
わ
り
頃
ま
で
は
長
柄
節
と
そ
の
踊
り
は
祝
宴
の
座
敷
に
お
い
て
芸
者
さ
ん

等
に
よ
っ
て
披
露
さ
れ
縁
起
の
よ
い
余
興
と
し
て
喜
ば
れ
、
特
に
旅
か
ら
の
客
か
ら
喝
采
を
浴
び

た
。 勝

山
俄
、
左
義
長
太
鼓
、
作
り
物
と
と
も
に
勝
山
を
代
表
す
る
芸
能
文
化
で
あ
っ
て
、
長

柄
行
列
、
長
柄
踊
り
と
も
歴
史
伝
承
と
し
て
市
な
ど
正
式
衣
装
を
揃
え
夏
祭
り
な
ど
で
復

活
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
両
方
と
も
格
式
の
た
か
い
も
の
で
あ
る
ゆ
え
決
し
て
他
地
区
の
真
似
事
に
な
ら
ぬ
よ
う

指
導
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。 
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